	　テスト問題　問題用紙

	　科目：社会と情報　範囲：「社会と情報」第３章 p.99-150


１．以下の文を読んで各問いに答えなさい。（１点×14）
　文章や芸術，コンピュータプログラムやデザインなどを，知的な創造活動によってつくり出した個人や法人に対して付与される権利を（ ア ）という。（ア）には産業の発展を目的とする（ イ ）と文化の発展を目的とする著作権に分類することができる。
　（ ウ ）権は，「自然法則を利用した技術的思想の創作のうち高度なもの」に対して保護される権利で，出願から最長（ エ ）年間保護される。保護される対象としては［ ａ ］などがある。（ オ ）権は，「物品の形状，構造または組合せに係る小発明」に対して保護される権利で，（ウ）権よりもとりやすくなっているが，（ウ）権に比べて保護期間が短く，

出願から最長（ カ ）年間保護される。保護される対象としては［ ｂ ］などがある。（ キ ）権は，「文字，図形，記号，立体的形状やこれらの組合せに色彩を加えたマーク」に対して保護される権利で，平成27年４月からは，これらに加えて，「動き・ホログラム・音」など新たに５種類の（キ）の登録が可能になった。（キ）権の保護期間は登録から（ ク ）年間であるが，更新が可能である。保護される対象としては［ ｃ ］などがある。（ ケ ）権は，「物品あるいは物品の部分における形状・模様・色彩に関するデザイン」に対して保護される権利で，登録から最長（ コ ）年間保護される。保護される対象としては［ ｄ ］などがある。
（１）ア〜コにあてはまる語句を答えなさい。
（２）ａ〜ｄに該当する語句を以下のア〜カの中から選び，記号で答えなさい。
ア）陶芸家が制作した皿
イ）折りたたみ傘の骨構造や携帯電話のボタンの構造など
ウ）風で飛ばされない自転車カバーのデザイン
エ）テレビCMで流れる企業のロゴマークや音声（効果音）
オ）コンビニのおにぎりの包装方法や携帯電話のリチウム電池に関する発明
２．著作権に関する以下の文を読んで各問いに答えなさい。（２点×９）
　著作権は，著作者の権利である著作権とａ著作物を伝達する者の権利である（ ア ）に大別される。著作者の権利である著作権はさらにｂ財産権としての著作権と（ イ ）に分類できる。財産権としての著作権は著作者の（ ウ ）を保護するための権利であり，（イ）は著作者の意思や名誉を保護するための権利である。著作権の保護期間は原則として，著作者の死後（ エ ）年であるが，団体名義の著作物や映画の著作物は保護期間が異なる。（ア）は俳優，ミュージシャン，演出家などの（ オ ）や放送事業者などが有する権利で，著作物を公衆に伝達する人々の権利を保護している。（オ）には氏名等の表示に関する権利や同一性を保持する権利である（ カ ）が認められている。
（１）ア〜カにあてはまる語句を答えなさい。
（２）下線部ａについて，著作物にあてはまらないものを以下から二つ選び，記号で答えなさい。
　ア）料理のレシピ　　イ）論文　　ウ）講演　　

エ）パントマイム　　オ）小説　　カ）法律の条文
（３）下線部ｂについて，財産権としての著作権の権利でないものを以下から一つ選び，記号で答えなさい。
　ア）複製権：無断で著作物をコピーされない権利
　イ）公衆送信権：無断で著作物を公衆送信されない権利
　ウ）同一性保持権：著作者の意に反して，著作物とその題号に切除や改変を加えることを禁止できる権利
３．次の情報システムに関するＡ～Ｄの文を読んで各問いに答えなさい。
Ａ：電子商取引では，お互いが顔を見せることなく，しかも現金を用いずとも取引が成立する。そのため，第三者が誰かになりすました不正な商品購入が行われないようにするために，正規の利用者であるかどうか確認する（ ア ）が行われる。（ア）のうち人間の身体的特徴や行動の癖などを用いて行う技術のことを（ イ ）という。
Ｂ：（ ウ ）とは，ネットワークを利用して商品の売買を行うサービスのことであり，商品代金はクレジットカードや銀行振込，コンビニ支払い，代金引換などにより支払うことができる。商品は宅配業者により自宅まで配達されることが多いので重量の重い商品購入や買い物にいくことが難しい人，商店が少ない地域に住む人にとってメリットがあるサービスである。
Ｃ：（ エ ）とは，コンビニエンスストアなど，限られた店舗空間で収益の効率化を支援するシステムのことで，販売時点情報管理システムともよばれている。（エ）はレジスタとストアコントローラで構成され，レジ精算時にデータが収集されるしくみをもつ。
Ｄ：情報通信技術を活用して，人，道路，車の情報を交換することで，交通安全や渋滞対策を目的としたシステムを（ オ ）という。このシステムを構成する技術として高速道路における自動料金収受システムである（ カ ）やカーナビゲーションに搭載され人工衛星を利用して自車位置を確認する（ キ ），渋滞や交通規制などの道路交通情報をリアルタイムに送信し，カーナビゲーションなどに文字・図形で表示する（ ク ）などにより渋滞対策や環境保全に役立っている。
（１）ア〜クにあてはまる語句を答えなさい。（１点×８）
（２）イで用いられるものを三つあげなさい。（２点×３）
（３）ウのサービスにおいて正しいものには○，そうでないものには×を記入しなさい。（１点×４）
①商品倉庫をもつショップは少量しか売れない商品でも，数多く取り扱うことができる。
②インターネットでの注文なので，生鮮食品は扱っていない。
③日本全国から地域限定の商品を購入することもできる。
④このサービスを展開するためには，実際の店舗を開く必要がある。
（４）エのシステムでできないことをＡ〜Ｅから選び，記号で答えなさい。（２点×１）
Ａ）利用者の性別や年齢層の把握　　Ｂ）商品ロスの軽減
Ｃ）商品発注の管理　　Ｄ）銀行ATMの利用状況の管理　　Ｅ）新商品の開発
４．コンピュータウイルスとその対策に関する文を読んで各問いに答えなさい。（２点×５）
　コンピュータや情報通信ネットワークの利用者にとって迷惑な動作をするソフトウェアを総称して（ ア ）という。ａコンピュータウイルスに感染するとファイルを破壊したり，コンピュータの動作に異常を起こしたりする。コンピュータウイルスに感染した疑いがある場合にはコンピュータをネットワークから切り離し感染の拡大を断つことが先決である。
　コンピュータウイルス感染の予防にはｂウイルス対策ソフトウェアが有効である。ウイルス対策ソフトウェアではウイルスに関するデータベースと照合し，ウイルスを発見した場合にはそれを駆除，もしくは隔離することで無効化することができる。
　このほか，利用者の知らないうちに情報を収集し，盗み出す（ イ ）とよばれるプログラムがある。このプログラムとコンピュータウイルスの相違点は，（イ）の多くは別のソフトウェアと同時にインストールされ，インストール時に表示される利用条件・規約に書かれているため利用者自らが無意識のうちに導入をしている点にある。
（１）ア，イにあてはまる語句を答えなさい。
（２）下線部ａについて，コンピュータウイルスとワームの違いを15文字以内で答えなさい。
（３）下線部ａについて，コンピュータウイルスで誤った内容の文を一つ選び，記号で答えなさい。
ア）コンピュータウイルス感染から発症までタイムラグがあるウイルスが存在する。
イ）破壊されると困るファイルはもっていないので，ウイルス対策をする必要はない。
ウ）Webページや電子メールから感染することがある。
エ）テキストファイルや音楽ファイルに偽装したコンピュータウイルスが存在する。
（４）下線部ｂについて，ウイルス対策ソフトウェアについて誤った内容の文を一つ選び，記号で答えなさい。
ア）スマートフォンにもウイルス対策ソフトウェアは必要である。
イ）ウイルスに関するデータベースをつねに最新にしておく必要がある。
ウ）利用者の少ないOSでもウイルス対策ソフトウェアの導入が必要である。
エ）安全を確保するためにできるだけ多くの種類のウイルス対策ソフトウェアを導入する必要がある。
５．情報社会に関する各問いに答えなさい。（２点×７）
（１）テクノストレスの一つである，テクノ依存症の症状を三つあげなさい。
（２）テクノ不安症の原因として適切ではないものを選び，記号で答えなさい。
ア）コミュニケーション相手の返事がすぐにないことに対する不安感
イ）コンピュータ操作がわからない不安感
ウ）コンピュータ操作を教わることに対する劣等感
エ）コンピュータに対する苦手意識
オ）コンピュータが苦手なことに対する周囲の無理解
（３）コンピュータや情報通信技術を利用できる人とそうでない人の間に起こる格差のことを何というか答えなさい。
（４）（３）の格差の例を一つあげなさい。
（５）Webページ作成の際，小さな文字が読みにくい人や視覚に障害のある人でも利用しやすいように考慮した概念のことを何というか答えなさい。
６．サイバー犯罪に関する各問いに答えなさい。（２点×８）
（１）不正アクセス禁止法に違反する行為を二つ選び，記号で答えなさい。
ア）他人のIDとパスワードを無断使用してコンピュータを不正使用する。
イ）スパムメールを大量発信する。
ウ）セキュリティーホールを悪用し，ネットワークを介してコンピュータを不正に使用する。
エ）コンピュータウイルスの開発および配布。
オ）脱法ドラッグ販売サイトや法に触れる不健全サイトの公開。
（２）メールやWebページにあるリンクをクリックしただけで，一方的に入会したことにされ利用料金を請求される詐欺行為のことを何というか答えなさい。
（３）金融機関や公的機関を装い，口座番号や暗証番号，個人情報やクレジットカードの番号を不正に盗み出そうとする詐欺行為のことを何というか答えなさい。
（４）（２）や（３）の詐欺行為の対処として誤っているものを選び，記号で答えなさい。
ア）しばらく放置してようすを見る。
イ）あらかじめウイルス対策ソフトウェアを導入しておく。
ウ）連絡先の電話番号をインターネットで検索する。
エ）連絡先の電話番号に電話をかけ，契約を確認する。
オ）金融機関や公的機関の公式サイトにアクセスして情報を確認する。
（５）サイバー犯罪に巻き込まれないためにできることを四つあげなさい。
７．情報セキュリティに関する各問いに答えなさい。（２点×４）
（１）情報セキュリティに関する以下のＡ～Ｃの三つの視点のことを，それぞれ何というか答えなさい。
Ａ：情報やその処理方法が正確で完全であることを確保すること。
Ｂ：情報へのアクセスを認められた者が必要時に中断することなく，情報にアクセスできる状態を確保すること。
Ｃ：情報へのアクセスを認められたユーザだけが，その情報にアクセスできる状態を確保すること。
（２）（１）のＢの視点を高める対策として，ファイルを別の記憶媒体に複製して保存することを何というか答えなさい。
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	科目
	社会と情報　
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「社会と情報」第３章 p.99-150
	
	


（１点×14）
	１
	ア
	知的財産権
	イ
	産業財産権
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	特許

	
	エ
	２０
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（２点×９　（２）は各２点　計４点）
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	（１）
	ア
	著作隣接権
	イ
	著作者人格権
	ウ
	経済的利益
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	カ
	実演家人格権
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	３
	（１）
	ア
	個人認証
	イ
	生体認証（バイオメトリクス）
	ウ
	ネットショッピング

	
	
	エ
	POSシステム
	オ
	ITS
	カ
	ETC

	
	
	キ
	GPS
	ク
	VICS

	
	（２）
	指紋，顔，網膜，虹彩，静脈，声紋のいずれか三つ
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（２点×７　（１）は各２点　計６点）
	５
	（１）
	動悸，息切れ，めまいの症状　または　コンピュータをつねに触っていないと不安になる。

	
	
	物事をYesかNoでしか答えられなくなる　または　あいまいさを受け入れられなくなる。

	
	
	人を見下すようになる，人と接することを嫌うようになる　など

	
	（２）
	ア
	（３）
	情報格差　または　ディジタルデバイド

	
	（４）
	年齢による格差
性別による格差

住居地域による格差
	教育の有無による格差
収入による格差（経済的要因）

などから二つ

	
	（５）
	Webアクセシビリティ


（２点×５　（５）は各２点　計４点）
	６
	（１）
	ア，ウ
	（２）
	ワンクリック詐欺

	
	（３）
	フィッシング詐欺
	（４）
	エ

	
	（５）
	個人情報の適切な管理方法を知る
	サイバー犯罪の事件例を知る

	
	
	セキュリティ対策の方法を知る
	法律を知る
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	完全性
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	可用性
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	機密性
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	バックアップ
	
	
	
	


